
旧暦神無月号 ゆらね新聞 戊戌　十一月八日発行

 
ゆ
ら
ね
養
生
雑
記

 
 
自
然
に
添
っ

て
暮
ら
す
こ
と

　

発
行

　
　

推
拿
と
レ
イ
キ
　
ゆ
ら
ね

　
　

〒
6
1
2
・
0
0
7
3

　
　
京
都
市
伏
見
区
桃
山
筒
井
伊
賀
西
町

4
0

　
　
シ
コ
ー

ビ
ル
3
階
東

　
　

0
7
5
・
6
2
1
・
7
6
1
1

僕は割と昔から白髪があって、ずっと染めてました。
と同時に「いつやめようかなぁ？？」とも思ってたのですが、先日より染めるのやめました。

てなことで、ずっと昔の写真を使っているのもよろしくなかろうと、
ホームページのプロフィール写真も久〜しぶりに変更しました。あはは。

この冬は補腎にはげみつつ、年相応の身だしなみを
学んでいきたいと思っております。 （ゆらね 三木哲哉）

　
　　　ゆらねの主な予定

　　　11/10（土）サビ茶会＆サビアン講座
　　　11/11（土）出張推拿＆占い＠里の駅大原さん
　　　11/17（土）出張推拿＠マルシェノグチさん（京都二条）
　　　11/17（土）サンドイッチ伯爵会（カード会）
　　　11/26（月）酒×占＠おさけカフェpetit*petitさん

　　　興味のあるイベントがあったら、お氣軽にご参加ください
　　　詳しくは http://www.yurane-seitai.com/

　　　　
　
命
門
の
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命
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」
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、

全
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の
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ネ
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命
門
穴
は
「

腎
氣
の
根
本
で
あ
り
、

生
命
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門
で
あ
る
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と
推
拿
で
は
言
わ
れ
ま
す
。

　
　
こ
こ
で
い
う
腎
氣
と
は
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発
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成
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生
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関
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の
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と
を
指
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命
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営
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と
が
で
き
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。
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持
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エ
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動
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命
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ま
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。

　
　
つ
ま
り
こ
の
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こ
と
は
、

生
命

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
漏
ら
す
こ
と
に
も
繋
が
り
ま

　
　
す
の
で
、

し
っ

か
り
寒
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や
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と
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漢
字
を
知
っ
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解
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「

門
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う
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、
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あ
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形
を
表
し
て
い
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。
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。
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。
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と
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で
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。

　
　
字
を
見
て
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が
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れ
る
。
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　　　暦とカラダのお話会（冬編）

　　　11/22（木）京都市、12/1（土）交野市にて

　　　初冬を迎え、そろそろ籠りの準備を。
　　　冬の養生は「温め」と「蓄え」
　　　身を固く閉じて寒さを防ぎつつ、
　　　心静かに、陽氣もほどほどに、内へ内へ。



　　　　* ゆらねレイキではサードレベルの話に通じます *

　　　　　「しなければならない」

　　　　　「するべきだ」

　　　　　を
　
　　　　　「したい」

　　　　　「できる」

　　　　　もしくは

　　　　　「しない」

　　　　　に

　　　　　変換すること

　　　　　って、日常の中でけっこう大事だと思う。
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。
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で
も
私
に
と
っ

て
お
散
歩
は
楽
し
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時
間
。

　
　
歩
き
な
が
ら
子
と
話
し
た
り
、

　
　
季
節
の
変
化
を
感
じ
た
り
、

　
　
踏
切
の
度
に
大
好
き
な
電
車
を
何
度
も
見
れ
ち
ゃ

う
。

　
　
そ
し
て
子
が
寝
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あ
と
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き
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私
の
場
合
慢
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的
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足
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児
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き
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が
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消
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き
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子
自
身
が
歩
け
る
よ
う
に
な
っ

て

　
　
最
近
は
公
園
に
寄
っ

た
り
し
て
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。

　　
　
し
ゃ

が
ん
で
草
を
む
し
っ

て
み
た
り
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砂
を
食
べ
て
み
た
り
、

　
　
犬
に
興
味
津
々
で
ど
こ
ま
で
も
近
寄
っ

て
行
っ

た
り
、

と

　
　
好
奇
心
の
塊
だ
。

　
　
見
て
い
る
と
私
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
く
る
。

　
　
ひ
と
り
だ
と
無
意
識
に
抑
え
て
し
ま
う
こ
と
を

　
　
子
の
お
か
げ
で
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
め
る
の
は
ラ
ッ

キ
ー

だ
な
。

　
　
子
育
て
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青
春
！
て
い
う
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を
最
近
ど
こ
か
で
見
か
け
て
、

　
　
本
当
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
。

　
　
大
変
な
こ
と
も
あ
る
け
ど

　
　
心
の
ま
ま
に
楽
し
い
こ
と
に
向
か
っ

て
行
け
る

　
　
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
る
の
か
も
。
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。
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　　　【文・編集】　ゆらね推拿担当 三木哲哉

　　　陰陽五行の自然観を学びながら、
　　　整体や養生のことをお伝えしています。
　　　出張施術・講座などお氣軽にお声掛けください。
　　　tetsuya.miki@yurane-seitai.com

　　　【新聞連載】　「ちいさないきもの」担当　mu-ran

　　　中医学の考えをベースに日々楽しく暮らしています。
　　　家スイナ、移動スイナ、夜スイナは現在育児休業中ですが、
　　　臨機応変に対応致します。
 
　　　tel 09096113230  mail　ikumi-n.13@ezweb.ne.jp
　　　twitter　＠mimiosumaseva

　　　★　ゆらね養生暦2019（己亥）
　
　　　今年で3年目になりました、ゆらね養生暦

　　　いつも目に留まる場所に飾っておいてもらえれば
　　　あ！と思い出して、養生の意識が高まるのでは？
　　　との想いから作ったカレンダー

　　　「いっつもツボ、押してますよ～」
　　　「旬の野菜が献立の役に立ってます」
　　　「子どもが二十四節氣の話しをしてきた。笑」
　　　「お父さんが歳時に興味を持ち始めた」など

　　　とてもうれしい声を多く寄せて頂きました。
　　　今年もいい出来になったと思っております。

　　　トイレで用を足しながら、ボォ～と眺めて頂ければ
　　　幸いです（1部 600円）よろしくお願いします。

　　　PS：今年も出張しての養生カレンダーのワークの
　　　ご要望を承っております。話す場所と
　　　聞いてみたい方がいらしたらどこへでもお伺いします
　　　お氣軽にお声掛けください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三）


